
昭和 14年 12月 15-21日伊豆大島に

頻愛した地震群に就て

.竹花 峰夫

1.緒言 昭和 13年 10月大島測候所が開設されて以来一般地震観測の他

三原山の火山性徴動をも併せて記録させる目的でp 本所にはウィーへJレト式地

震計を，外輪山頂御紳火茶屋近傍にある三原山観測所には中央気象憂式簡車徴

動計を夫々設置して不断観測を賓施してゐる.此より以前東京帝園大準地震研

究所に於ても火山活動調査の目的で昭和 11年 3月より御神火茶屋其他島内数

個所に徴動計其他を据付け観測を滋績してゐる.

共の間大島附近に震源を有する局後|生小地震が屡々観測されたが，共の内で

も特に頻後した地震群は弐に示ヂ 4同である.

地震 同 数
日 付 メ日λ J 計

有 感 無 感

A 昭和 11年 5月 4~5 日 約 30*

B 13 年 6 月 18~19 日 30* 

C ]4 年 9 月 29~30 日 10 50 60 

D 14年 12月 13-21日 20 193 213 

上表寸IA，.Bは未だ嘗測候所開設以前であった Lめ此等の記録は得られなか

ったが研究所の御耐火茶屋の地震計共他に依って記録された同数である.亦B

に就ては高橋p 永田爾氏の詳細た研究報告がある. C， D は嘗測候所に於て観

測せる，有感及び無感地震の総同教を示したものである.弐に参考の.Et此等地

震群の経過の概要を/1闘に書き記して見る.

2. .最、近大島に頻援した地震群

A 昭和 11年 5月 4--5日頃の地震活動 此の時は研究所の地震計が御

* 高橋，永田雨氏に依る.

**・過去に於ては明治 38年 5月 20日頃より同 6月 7 日迄に約 1，000同の頭登地震

が起った記録がある.
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神大茶屋 1個所にしかたかったので，震央を決定するととは出来たかったが，

地震同教は 1日中に約 30同あった.此等の地震は何れも記象型明瞭で， .初期

徴勤時間の頻度の分布は大鰭 0.5秒と 0.8秒の庭に極大があった.兎に角観測

黙に極め、て近接した地域に夜、生した地震で、あった.

B 昭和 13年 6月18日頃の地震活動〉高橋y 永田爾氏の報文に依れば

6月 18--19日の 2日聞に泉津の観測所で約 30同の地震を記録した. 4鮪

観視肋瓦ら精密に震央を決定した結果此等の殆ε全部湯場の北方及び東方から泉

津附近へかけての小範閣内に分布し，震源の深さも殆ど地表下4粁位迄の浅慮

t'C~芝生せるものであるととが判うた〔第 3 園参Ji告).

C. 昭和 14年 9月 29--30日頃の地震活動此の時は 9月 20日 13時

頃の軽震に始まり翌 30日 3時頃迄の聞に有感地震 10同，無感地震 50同が

頻裂した.弐に大穂の経過を述べると 29日 13時 27分頃性質極めて念激な

る軽震あり，共後引穣き頻議して，同 35分， 14時 31分に各徴震1同あり，

柏、間隔を置いて 18時 30長，同 43分に各徴震を芝生し 18時 53分に可な

り念激左弱震あわ其後の 2--3分聞に連穣3同の有感地震があった.斯くし

τ29日中に有感地震 9同F 無感 41同を数え 30日中には有感 1 IE巳~，無

感 9同を生じた.

此等の.震度別の同数は弐の如くである.

~p ち震度の最強は弱震であったが，何れも震勤時間は短く，且ぅ性質は極め

て念激でありJ亦有感地震が連績的にを芝生した:mめ，土地の人々は不安の念に

駆られ，或は三原山噴:kの前兆ではないかと心配する人もあったが，幸ひ 30日

朝には殆ど平静と友ったので漸く安心するととが出来た.角此の期間中を遁じ

て三原山は殆芝平静で何らの具欣を認められたかった.-

第 1圏中黒占線で示すものは本所で、観測せる此の地震群の初期徴勤時間の頻度

'分布を表はす.郎ち大鐘 0.6--1.8秒位の範園で， 1.1秒に極大がある.但し 29

貝 18時 53分頃の弱震及び共直後に起うた 3同の有感地震の初期微動時聞は

( 69 ) 



第 1 闇昭和 14年 9月 29--30日及び 12月 15--21日の

額護地震群の初期徴勤時間の顔度

301-

2ワ

/11 

F 
、ノ

零秒で、あって，震源は殆ど測候所の直下にあったと推定される.

ffil此の地震群に就き高橋氏の調査せられたる庭に依れば， 1叱等地震は概ね外

輪山北部湯場北方測候所を合む地域に褒生せるものである由(第 3闘参照).

D. 昭和 14年 12月 15"'"'21日頃の地震活動此の時は前 3同の地震群に比

べると地震同数も多く，亦活動の勢力も最も旺盛であった.印ち 12月 13日

から同月末迄に記録された地震同教は有感地震 20同，無感地震 193同の多数

に上った.特に 15--21日の間が活動最も旺で，其の同数 183同に及んでゐる.

次に日月uの同数を表示する.

¥そ?13 14 15 16 17' 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 

一一 一
有 感 01 0 51 0 11 0 21 1 101 0 01 1 01 0 O 、 O 01 0 。
無 感 613 38 91 16 21 2活 18157 31 0 31 3 01 2 

計 61 3 43 ~6i 19 67 31 0 41 3 01 2 

此等目別問敷の分布を園示したものが第 2闘である.

弐に此等地震活動の大鰭の経過を述べて見る.

810 01 1 

81 0 01 1 

20 

193 

213 

15 日 3-時 25分頃微震あれ 10時 45分頃連渡して 4同の有感地震あり，

共後有感無感相ヨたいで、頻獲し，同日中には有感地震5同，無感地震 38同に及
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紫 2 闘 昭和 14年 12月中の目別地震同数
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で見ると大鰭前向 (9月〉の地震群の夫と比べると概して長く， .1.5--3.0秒の

聞に分布L， 2.1秒に著ししい極大がある.印ち今同の地震群中の大部分が殆

ど同ーの初期徴勤時間印ち等しい震源距離を有するととが推定出来る.

ヨたに初期徴勤時間及び初動方向を参照して此等地震群の大略の震央位置を決

定しτ見た.初動方向の明瞭に験測出来たのは極く少数であったが，第3圏中

矢印の方向は此等の初動方向を水平成分の大きさに比例して固示したものであ

るー上下動方向は悉く密波 (Up)であった.従って固に依り震央の方向は大韓

観測結から西寄りの一帯の地域にあるととが推定出来る.弐に大森係数を用ひ

て此等地震の初期徴動時間から震夫距離を求めるのであるが，か Lる地殻の烹

上層を停播する震波の速度は共の媒質に依って著しき相違があり，此に一般の
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大森係、教を遁用するととは

出来ない.高橋永田雨氏

が大島に於ける地震の験測

値より算出された庭に依る

と同係数は

K=2.2+0.41 d 

となった.但し dは震源、の

深さである.今'同の地震に

就て概略の震央域を求める

~震源の深さは零と見倣し

て K=2.2を採用した.第

3圏中符競 D で示す直域

内にあるのが此等の震央位

置である.殆ε大部分が同

ーの初期徴勤時間を有する

黒占から見ても，大韓此の匡

域内に後生したと見倣して

差支ないやうに考へられ

第 3 園 大島に護生した頭度地震群の震源域

1 

与二ニニニ二=ロ-ニi。 ;;/(f1l

B: 昭和 13 年 6 丹 18~19 日の地震群

C: 昭和 14 年 9 月 29~30 日の地震群

D:昭和 14年 12月 15--21日の地震群

25 

る.従って今岡の震源域は前 3同と和臭り，大島の西岸乳ケ崎，元村，野増の

海岸を含む南北に細長い帯肢の直域内に起ったと考へられる.

3. 地震活動と潮汐との関係今同の地震活動の経過を見ると大韓 2~3 時

間或は 4"""5時間の間に多数の地震が連績頻裂し，一旦休止するやう友傾向が

著しい.印ち共の傾向に於て今同の大島の頻護地震は，昭和15年伊東附近に裂

生じた地震群と極めて類似の黙がある.

故に著者は今同の地震に就き 1時間毎の地震同教を求めF 之に依って統計国

表を作り，夫れと岡田港に於ける検潮儀記象とを比較して見た(第4国).園に

-依って見ても伊東の頻護地震に於ける時と同様太鰻 2.........3時間或は空.........5時聞

に頻褒して一旦静穏とたる.而して此の活動の時間は概ね干潮時と一致し，満

潮時tは概して平静とたってゐる.
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集 4悶 昭和 14年 '12月 15--21日の顔護地震1時間毎の同数を

岡田港に於ける検湖儀記録との比較

'^~' 

伊東頻護地震活動の後期に於て精密水準測量を行った結果に依ると，川奈を

通る略南北方向の断層線を境として 川奈遺では約 10粧の局昔B的隆起を示し

川奈と伊東を含む約 10粁の爾側地塊が東北東を隆起せLむる様左傾務運動が

考へられたが，此の断層運動、に起因して小地震が頻獲されるとき潮汐の作用が

著しい副原因を魚したと考へられた..~Pち引き潮によって海水の重みが減少す

る時地震のを芝生を容易ならしめ，逆に上げ潮の時は地震の吉芝生を抑墜する様主主

作用を魚すと考へられた

然るに大島に就ては最近の精密な測量の比較はないがF 可及り以前より大島

全島がF 長期の傾斜、運動を縫績しつ Lある.例へば西海岸の元村選では年々海

岸が著しく後退しつ Lあり，東側にある行者ノ洞附近の汀線にある岩石は隆起

しつぶある.印ち大島を南北に貫く線を軸とする東上払西下りの傾斜運動と

推定する 亦大法kt亡依れば大島の東岸が比較的念斜面をもって海に臨み，西

・側の斜面が比較的設かで(第 5国参J!む，東西 紫 5 園

，断面が非主オ栴形を得してゐるのはj斯様左傾斜 ーーー戸ぞづ.--~

運動の結果であると説明してゐる. ム.-rl==.ユーこ二三当チ』

か Lる傾斜運動が大島に於ける頻護地震後生の原因と考へる友らぽp 伊東地

震に於ける時と同様!'C，潮汐作用が地震後生の誘因を~したと推定される.但

し之は今後の精確定主る測量の結果を{突って判明する庭であらう.

命参考の魚昭和 13年 6月及び昭和 14年 9月の頻護地震に就ても同様潮

汐との閲係を調べて見たのが第 6固である.国で見ると雨方共地震同数最大の

山が各 1回しか無いの吉、確かな判断は出来たい.干潮の谷と著しくは一致しな
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いが，大韓の傾向は示してゐる

穏2にも見える.

会事 6 闘 顔護地震と潮汐との闘係

4・e結論以上述べたよと乞

要約すればさたの如くである.

i) 最近(昭和 11年 3月以

降〉伊豆穴島に 4回の頻護地震

群がを芝生した.其の内では最後

の昭和 14年 12月 13--21日

昭和 13年 6月

に起ったものが最大であって /8 /.5' 

有感地震 20回F 無感地震 193回に達した

昭和 14年 9月

J 

4 

ii) 之等の地震の大部分は初期徴載;時間 2.0秒以下で大島の地表下極めて

浅庭に震源を有する局設的地震で、あって，三原山の地表に現はれた火山活動と

は直接の関係はえにい.

iii) 昭和 5年伊東附近K起った頻畿地震の場令と同様，潮汐作用が著しい

誘因を篤してゐる.

移りに陥み平素御指導御鞭縫を賜る岡田先生及び本文の御閲議を賜りたる本

多博士及び代議下された伊藤博氏に謹みて深謝の意を表す.

(昭和 15年 1月 17日)
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第 1表昭和I14年 12月 13-21日額護地震時間別同数

おべ¥1113 I 14 15 16 17 18 19 20 ~1 

一一。 O 1 O O 1 O 5 O O 
祖ノ

1 O O O 1 1 O 5 O 。
2 O O 1 5 1 1 O O 3 

3 。 O 
0・.' O 3 O 1 O 1 

4 O O 1 O 1 O 2 1 1 

5 O O 2 O O O O 。 1 

G O 。 3 O 1 O O 。 3 

7 O O 1 O O O O 24 
〆

8 O O o O O O O O 15 

9 。 O O O 。 。 2 O 5 

10 O O リ戸 O O ， 0 2、 4 6 
‘ 

11 O O 8 O O O 、2 4 1 

12 O 。， 10 O O O 1 O 1 

13 O O 1 O O O O 1 3 

14 O O 7 O O O O O 1 

15 O 。 O O 。 1 O O 2 

16 O O 1 O 。 O O O O 

17 O O O O 8 O O O O 

18 1 O O 1 O O 5 3 。
19 1 。 1 O 。 O O 1 O 

20 O O O 1 O O O 1 O 

21 O O O 1 O o - O 3 O 

22 O O O O 1 O 。 O O 
1 O 

23 4 2 O O 。 O 1 
. 

糖、 26 1--19， 1 67 
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集 2表昭和 14年 9月 29--30日大島頭登地震表

No. 日 時分秒 P-S 鼓大動 J1{EZ FJ 震度 No. 時分秒 P-s 震度
振幅

日
振幅 EZ 

1 29 13 27.46.9 1.8 - 71 E 31 29 J844 03.0 1.6 

2 30 28.1 1.1 
+. 85 

32 52 07:9 1.1 

3 31 33.5 1.8 33 54.4 

4 34 50.7 1.5 + 47 I 34 53 01.0 0.0 -600 E 

5 41 18.9 0.9 35 53 .頃

6 14 00 01.9 4.5 36 54 頃 I 

7 27 419 1.3 37 56 56.0 0.7 I 

8 '50.2 1.1 士 83 I 38 19 05' 30.7 0.8 

9 31 50.2 OA 
士 33

39 09 44.8 

10 555 0.8 40 10 18.4 

11 3420.7 1.3 41 12 07.3 

12 45 35.9 1.6， 42 43 17.7 

13 16 08 33'.8 1.0 43 46 05.2 1.0 

14 19 34.8 1.2 44 20 03 05.8 

，15 20 17.0 1.1 45 14 49.4 0.6 

16， 22 54.9 f 0.7 46 21 12 25;3 0.6 

17 49 030 1.1 47 45 44.9 1.0 

18 17 36 03.2 1.4 48 23 27 45.9 

19 17.5 1.8 49 35 36.9 1.0 

2Q 37 30.8 1.1 50 23 11 35.5 1.4 

21 18 22 21.1 1.1 51 30 213 50.3 1.0 I 

22 30 46.6 1.1 + 153 I 52 25 27.8 
- 47 

23 33， 31.6 1.2 
土 54

53 29 09.8 0.9 
2 

24 56.6 1.2 ヘ 54 30.4 

25 35 08.9 1.2 55 41.4 0.8 

26 36 00.9 1.4 56 31 04.8 1.1 

27， 39.4 1.2 57 41 36.0 1.1 

28 40 23.0 0.9 58 3 38 07.8 1.2 

29 31.1 0.9 59 54， 10.8 .11 

30 43 18.5 1.5 + 35 I 60. 15 45 12.6 
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資~ 3表昭和 14年 12月中大島頑護地震表

No. 日1時分秒 P-s 殻最IJ\~振大 {1f E 戸N 震初動 No. 日時分 秒 P-s 致1最1届振大 i1I 2E F5 F 霊初動
一 一一

1 71 1 10 34.5 2.7 34 15112 00 29.6 1.9 

2 13118 42 17.1 2.4 35 02 29.1 2.9 

3 19 17 19.1 5.21， 36 03 12.4 1.8 

4 23 15 42.6 2.5 37 。703.9 

5 17 47.5 2.1 38 37.1 

6 34 00.0 5.8 39 40 35.0 1.5 
/ 

7 34 33.4 3.8 40 46 52.3 

8 141 0 09 32.0 41 47 43.8 

91 23 2145.0 2.0 42 49 02.4 2.2 

10 35 27.9 2.0 • 43 54 56.6 ， 2.1、

11 151 2 52 57.3 2.6 44 13 06 00.7 6.2 

12 3 25 11.7 2.8 45 14 15 59.1 3.2 

13 36 21.2 1.6 46 16 41.8 2.5 

14 4 4837.6 2.1 47 ]8 55.6 3.2 

15 5 30 50.4 48 20 54.7 2.1 

16 33 41.4 49 42 05.6 1.7 

17 6 43 50.0 3.4 50 47 47，8 7.4 

18 58 12.1 1.4 51 58 39.4 2.1 

19 59 57.5 1.5 52 16 53 37.3 2.1 

20 7 47 26.6 2.5 53 19 37 37.0 '3.ο 

21 10 45 24.3 1.9 54 161 1 27 32.0 2.0 

22 10 45 52.6 1.9 (工illE 55 2 20 13.4 4.7 
+ 70 

23 47 13.1 一 56 22 20.0 

24 50 11.8 1.9 +-1060 5 JI' 57 23 04.0 

58 00.1 
58 23 48.0 

25 2.2 
土 57 十 14.0 59 34 00.1 2.6 

26 11 01 30.9 
60 18 47 40.6 

、

27 11 02 13.6 

28 
61 20 52 02.3 

11 08 58.6 

ト 29 24 46.9 2.1 
62 21-01 34.3 1.9 

30 41 45.1 
63 17 o 44 55.4 

宅，

31 42 07.1 2;2 64 1 48 56.0 2.1 

32 50 20.7 5.2 65 2 56 35.7 

33 53 58.6 2.1 66 3 25 15.6 1.5 

く77) 



No. 日時分秒 P-S 動最幅俣大 {~ 震度 初 動 No. 日時分秒 P-S 動最幅振大 {l fZ N E 震度 初動

一
67 171 3 47 56.9 101 19113 44 24.1 2.4 

68 50 41.4 2.6 102 18 00 47.9 3.6 

69 4 18 08.7 1.9 103 27 15.0 3.2 

70 6 41 41.3 2.1 104 27 57.5 5.9 

71 17 0240.8 2.7 105 39 05.8 2.5 

72 17 04 02.4 2.5 106 1842 34.6 一
.73 05 40.0 107 23 56 24.1 2.1 

74 18 56.0 1.9 108 201 4 20 12.0 2.2 
P E 25++ 3 

75 19.30.2 1.8 109 10 40 52.5 2.1 

76 27 31.2 1.9 110 44 35.4 2.1 

77 34 46.1 1.7 111 46 29.2 2.1 

781- 36.31.0 1.8 112 56 35.7 2.1 
、

79 22 40 29.7 2.1 113 1110 42.2' 3.2 

80 181 2 23 39.2 2.1 114 18 01.3 2.1 

81 15 23 45.8 2.4 115 2936.1 3.6 

82 191 0 06 01.8 2.1 --11414 1 I P+4.7 3 
+4. 

116 32 46.2 2.1 

83 19 24.4 2.1 117 13 07 42.0 2.1 

84 27 01.5 2.1 118 18 10，13.7 2.0 -+447 5 
p~ E' 

I Z+4.3 

85 33 52.6 2.2 119 31 01.2 2.5 

86 54 36.3 1.9 120 43 57.2 1.9 

87 1 26 33.8 2.1 121 19 35 56.8 3.7 

88 36 36.6 2.2 I P+321 A 
+31.3 

122 20 57 28.4 

89. 45 50.3 2.2 123 21 14 35.4 2.5 

90 50 48.2 4.2 124 55 18.7 3.1 

91 51 49.5 1.8 1~5 59 04.9 2.1 

92 3 11 01.8 3.2 126 23 22 17.0 2.5 

93 4 04 45.0 2.1 127 21 2 45，10.4 4.6 

94 17 08.0 一 128 249 27.3 一
95 9 46 33.3 2.1 129 52 14.5 2.5 

96 950 02.0 2.3 130 3 49 13.2 6.3 

97 10 18 20.2 1.7 131 4 39 05.0 
e 98 28 50.7 2.1 132 5 0壬19.5 2.1 

ti9 11 18 50.8 2.1 133 6 25 52.5 2.7 

100 54 29.1 3.1 134 29 44.9 2.5 

' 
く78) 



No. 日時分秒 P-S 最動幅大燦 {lIfz N z 震度竺jNo. 政最幅援大 {f l E N z 震度 初動

135 211 6 30 00.7 2:1 167 21 8 18 31.5 2.1 

136 7 10 53.5 2.7 168 19 54.2 1.4 

137 11 38.0 1.7 II1P i~+~Q.~ 
+53.0 

169 25 04.3 1.5 

138 12 07.0 I 170 26 41.0 一
139 12 58.0 E 171' 28 08.8 2.1 

140 24 39.7 2.1 173 30 10.7 2.1 

141 25 23.1 2.1 173 3432.0 

142 25 34.9 、2.1 174 42 41.6 2.0 

143 53.7 2.1 175 9 03 09.5 2.0 

144 28 28.7 2.0 176 24 00.0 

145 32 42.2 1.51 ' 177 31 12.0 

146 34 17.3 178 36 07.0 

147 59.1 2.5 179 41 08.6 2.1 

148 35 50.3 2.0 180 10.02 01.7 2.3 

149 36 22.9 2:1 181 45.1 2.1 

150¥ 43 00.6 2.1 182 06 23.2 一
151 44 28.4 183 07 48.4 2.2 

152 41.3 2.1 184 29 52.1 2.2 

153 45 25.2 2.1 
185 30 36.2 2.1 

186 1l 41 35.5 2.1 
154 51 51.7 、2.1 187 12 09 20.9 2.1 

155 52 31.2 2.7 E 188 13 40 27.2- 2.1 

156 55 28.0 2.1 189 47 37.2 2.1 

157 56 41.2 2.1 190 53 46.2 2.1 

158 5742.2 191 14 32 13.5 2.0 

159 58 28.4 ・、1 192 15 19 30.2 1.7 

160 8 05 55.5 2.5 193 52 50.1 1.8 

221 3 15 33.0 161 07 38..5 2.1 + 70 1 IP j ~士 2.9 194 2.0 
Z+ 

195 35 38.6 1.9 
162 08 01.2 2.1 - 95 I 

196 40 42.3 1.7 
163 10 51.5 2.1 197 24118 03 59.1 4.7 
164 11 43.8 2.3 198 19 12 01.9 2.0 
165 12 52.8 2.1 199 35 36.0 

1G6 17 59.9 2.5 200 22 45 58.0 2.1 

( 79 ) 



‘F最大 {~i管震No. 日 時分 秒 P-S 祝動 No. 日時分秒 P-S 動最幅振大{iI E z N 震度 初，勤
、，

一 ー一一ー一一γ

201 251 3 09 12.2 2.0 208 281 1 30 14.6 2.1 

202 5 26 52.7 2.3 209 2 26 56.8 . 3.0 

203 9 56 51.0 1.5 210 2'28 25.7 2.1 

204 271 17 51 15.5 ].8 211 4 36 36.5 ].9 

205 23 13 16.5、 1.9 212 10 01 04，2 3.6 

206 281 0 53 40.7 2.2 213 21 52 27.6 

207 o 58 03.7 2.0 214 31115 42 31.2 2.2 

( 80 ) 


